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1 烏川流域森林組合

ふるさとの

　　　森林を育てる

　　　　　　　森林組合

も  り

ドローンによる面積測定等の実証（倉渕町川浦地内）



こ
と
に
も
努
め
ま
し
た
。
特
に
今
回

の
調
査
で
は
、
所
有
す
る
山
林
の
管

理
委
託
や
、
山
林
を
手
放
し
た
い
と

い
う
希
望
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
の

切
実
な
声
に
接
す
る
こ
と
も
多
く
、

今
後
、
管
理
委
託
な
ど
に
関
す
る
相

談
業
務
に
も
力
を
注
ぐ
必
要
性
を
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
高
崎
市
が
進
め
る
農
業

と
福
祉
を
連
携
し
た
メ
ロ
ン
栽
培
事

業
に
お
け
る
温
室
の
加
温
設
備
に
、

高
崎
市
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
木
材
を

燃
料
と
す
る
「
薪
ボ
イ
ラ
ー
」
を
導

入
す
る
こ
と
や
、
花
粉
症
の
治
療
薬

の
原
料
と
な
る
ス
ギ
花
粉
の
採
取
事

業
な
ど
、
組
合
経
営
の
安
定
充
実
を

図
る
た
め
に
新
し
い
分
野
の
開
拓
に

も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
産
業
と

し
て
は
低
迷
の
極
み
に
あ
る
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
い
林
業
で
は
あ
り
ま

す
が
、
国
の
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

や
群
馬
県
の
「
緑
の
県
民
税
」
事
業

な
ど
、
森
林
林
業
に
関
連
す
る
政
策

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
現
在
、
私

た
ち
林
業
関
係
者
は
、
自
ら
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
の
重
さ
を
十
分
に
認
識

し
、
資
源
を
育
て
環
境
を
守
る
活
動

に
更
な
る
努
力
を
傾
注
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
ご
列
席
の
ご
来
賓
各
位

を
始
め
、
組
合
員
の
皆
様
の
格
別
な

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
て
総
代
会
開
会
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

  

第
二
十
二
回

　 

通
常
総
代
会
開
催

榛
名
文
化
会
館
　
　
　
　

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日

　
総
代
会
提
出
議
案

○
第
一
号
議
案

　
令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借

　
対
照
表
、
損
益
計
算
書
並
び
に
剰

　
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て

○
第
二
号
議
案

　
令
和
五
年
度
事
業
計
画
書
承
認
に

　
つ
い
て

○
第
三
号
議
案

　
経
費
の
賦
課
金
額
及
び
賦
課
金
徴

　
収
時
期
決
定
に
つ
い
て　

○
第
四
号
議
案

　
森
林
整
備
補
助
金
取
扱
い
手
数
料

　
率
決
定
に
つ
い
て

○
第
五
号
議
案

　
一
組
合
員
に
対
す
る
債
務
保
証
の

　
最
高
限
度
決
定
に
つ
い
て

通
り
の
事
業
展
開
が
叶
っ
た
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
令
和
四
年
度
の
事

業
収
益
は
前
年
度
に
比
較
し
て
一
〇

四
・
六
％
の
増
収
を
計
上
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
主
な
施
策
と
し
て
は
当

組
合
と
し
て
初
め
て
の
出
資
配
当
を

実
施
致
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え

て
、
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
の
下
、

配
当
金
を
出
資
金
に
振
り
替
え
て
頂

き
、
組
合
経
営
基
盤
の
充
実
に
も
繋

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
の
育
成
や
木
材
生
産

と
い
っ
た
組
合
本
来
の
事
業
の
他
、

近
年
の
気
象
災
害
の
多
発
に
鑑
み
て
、

高
崎
市
と
の
間
で
「
災
害
時
の
復
旧

業
務
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
奥
地
で
の
被

災
状
況
の
情
報
提
供
や
倒
れ
た
樹
木

の
処
理
な
ど
、
森
林
組
合
の
技
術
や

特
性
を
生
か
し
た
社
会
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
更
に
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ
る
森

林
調
査
機
材
や
、
丸
太
の
太
さ
を
自

動
的
に
測
定
す
る
ソ
フ
ト
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
作
業
の
効
率
化
を
進
め

る
と
共
に
、
全
組
合
員
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
組

合
員
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る

 
令
和
五
年
六
月
二
十
二
日
開
催

  
第
二
十
二
回
総
代
会
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
　
　

市
川
　
平
治

　
本
日
は
、
ご
来
賓
多
数
の
ご
臨
席

を
仰
ぎ
、
烏
川
流
域
森
林
組
合
第
二

十
二
回
通
常
総
代
会
を
開
催
で
き
ま

す
こ
と
に
、
先
ず
も
っ
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
総
代
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
は
日
頃
の
組
合
運
営
へ
の
ご
理

解
ご
協
力
に
対
し
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
号
が
令
和
と
変
わ
っ
て

五
年
と
な
り
ま
す
が
、
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
そ
の
大
半
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
未
曽
有
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
た
と

言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
群
馬
県
及
び
高
崎
市
の
手
厚
い

ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
、
ほ
ぼ
計
画
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１．組合員及び出資金

組合員数
（人）

出　資　金

出資口数（口） 出資金総額（円）

1,759 523,033 52,303,300

２．貸借対照表

資　産 負債・純資産

科　目 金　額（円） 科　目 金　額（円）

流 動 資 産 289,846,032 流 動 負 債 53,177,992

固 定 資 産 35,778,577 固 定 負 債 16,926,088

出 資 金 52,303,300

利益剰余金 199,546,461

資本準備金 3,670,768

資 産 合 計 325,624,609 負債・純資産合計 325,624,609

３．損益計算書 ４．剰余金処分案

科　目 金　額（円） 科　目 金　額（円）
事業総利益 109,549,436 法定準備金 10,000,000
事 業 利 益 27,908,017 任意積立金 17,000,000
経 常 利 益 28,428,338 出資配当金 3,661,231
特 別 損 益 91,000 次期繰越剰余金 19,485,253
税引前当期純利益 28,519,338
当期剰余金 21,956,338
前期繰越剰余金 18,508,146
積立金取崩額（目的内） 9,682,000
当期未処分剰余金 50,146,484

議長の伊㔟川聰様

令和４年度　決算の概要

総代会の様子

○
第
六
号
議
案

　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ

　
い
て

○
第
七
号
議
案

　
役
員
報
酬
決
定
に
つ
い
て

○
第
八
号
議
案

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
金
融
機
関

　
決
定
に
つ
い
て

○
第
九
号
議
案

　
増
資
に
つ
い
て

○
付
帯
決
議

※
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2023.10
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新
役
員
紹
介

代
表
理
事
組
合
長　
市
川　
平
治

副
組
合
長
理
事　
　
長
壁　
真
樹

専
務
理
事　
　
　
　
塚
本　
博
夫

理　
　
事　
　
　
　
松
本　
博
幸

理　
　
事　
　
　
　
劔
持　
晴
美

理　
　
事　
　
　
　
木
暮　
一
俊

理　
　
事　
　
　
　
中
島　
良
晴

理　
　
事　
　
　
　
中
島　
　
茂

理　
　
事　
　
　
　
中
曽
根　
茂

理　
　
事　
　
　
　
飯
島　
由
夫

理　
　
事　
　
　
　
塚
越　
　
昇

理　
　
事　
　
　
　
関　
　
　
孝

理　
　
事　
　
　
　
清
水　
邦
彦

理　
　
事　
　
　
　
小
池　
美
子

代
表
監
事　
　
　
　
後
藤　
　
孝

監　
　
事　
　
　
　
堀
口　
訓
一

監　
　
事　
　
　
　
永
井　
茂
治

 

退
任
役
員
紹
介

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事
五
名
、

監
事
一
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
永

年
に
わ
た
り
組
合
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
前
副
組
合
長
理
事

　
　
　
　
　
　
　
齋
藤　
久
夫　
様

　
前　
理　
事　
吉
田　
　
実　
様

　
前　
理　
事　
清
水　
　
孝　
様

　
前　
理　
事　
塚
越　
泰
雄　
様

　
前　
理　
事　
清
水　
辰
男　
様

　
前
代
表
監
事　
原
田　
　
孝　
様

　
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出

書
、
い
わ
ゆ
る
「
伐
採
届
」
に
つ
い

て
は
、
令
和
四
年
九
月
に
森
林
法
施

行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
本
年
四
月
か

ら
届
出
の
際
の
書
類
添
付
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

 

添
付
書
類　

・
森
林
の
位
置
図
・
区
域
図

　
対
象
森
林
の
位
置
及
び
伐
採
区
域

　
の
わ
か
る
図
面

・
届
出
者
の
確
認
書
類

　
個
人
：
運
転
免
許
証
な
ど
の
コ
ピ
ー

　
法
人
：
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の

　
　
　
　
コ
ピ
ー

・
他
法
令
の
許
認
可
関
係
書
類

　
該
当
す
る
場
合
の
み

・
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

　
登
記
事
項
証
明
書
、
固
定
資
産
税

　
納
税
通
知
書
コ
ピ
ー
な
ど

・
伐
採
の
権
原
関
係
書
類

　
届
出
者
が
土
地
所
有
者
で
な
い
場
合

・
隣
接
森
林
と
の
境
界
関
係
書
類

　
隣
接
森
林
所
有
者
と
の
確
認
状
況

　
が
わ
か
る
書
類
（
単
木
伐
採
や
境

　
界
杭
な
ど
に
よ
り
境
界
が
明
ら
か

　
な
場
合
は
省
略
可
）

伐
採
届
へ
の

　
書
類
の
添
付
が
義
務
化
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榛
名
地
域

清
水
啓
志
郎

大
澤　
清
一

小
山　
　
弘

樋
口　
高
則

中
島　
恒
雄

萩
原　
謙
二

中
島　
良
晴

清
水　
　
孝

関　
　
照
邦

中
島　
一
彦

関　
　
邦
彦

清
水　
孝
倫

湯
本　
隆
一

清
水　
一
雄

樋
口　
克
治

清
水　
幸
一

伊
藤　
久
二

中
曽
根　
誠

石
井　
義
和

樋
口
與
曽
雄

清
水　
隆
一

中
２
区
長

小
板
橋
初
美

鎌
田　
利
男

長
壁　
和
美

長
壁　
真
樹

芹
澤　
　
優

清
水　
隆
雄

清
水　
正
芳

石
曽
根
朝
美

芹
澤　
三
好

芹
沢　
　
香

中
島　
忠
文

柴
山　
定
雄

柴
山　
敏
男

齋
藤
み
さ
子

佐
藤　
友
彦

加
藤　
慎
吾

樋
口　
一
雄

樋
口　
　
武

内
田　
育
三

水
多
や
よ
い

樋
口　
勝
廣

三
木　
幸
一

三
木　
利
一

小
池　
正
樹

橋
爪　
弘
之

中
山　
利
男

長
壁　
重
夫

加
藤　
房
夫

原
田　
孝
男

小
林　
玲
子

園
田　
一
孝

小
山　
　
宏

佐
藤　
眞
一

吉
田　
　
実

清
水　
規
子

清
水　
直
哉

多
胡　
眞
男

大
久
保
正
江

柴
山　
典
人

多
胡　
　
勇

湯
浅　
直
樹

廣
神　
勝
之

小
池　
信
之

柴
山　
盛
美

中
曽
根
吉
孝

岡
田　
　
剛

塚
本　
教
司

中
曽
根　
茂

高
橋　
弘
昌

多
胡
紀
一
郎

星
田　
良
一

勅
使
川
原
純
哉

荻
原　
律
子

中
里
見
昇
児

乾　
　
治
雄

星
田　
美
好

乾　
　
輝
雄

富
沢　
和
信

山
木　
一
夫

富
沢　
　
登

里
見　
宣
義

中
曽
根
圭
治

大
熊
三
千
代

木
暮　
住
夫

外
處　
松
子

藤
巻　
隆
雄

竹
内　
敏
夫

中
島　
豊
彦

富
沢　
寛
治

竹
鼻　
吉
男

浜
名　
秀
明

後
閑　
貞
夫

飯
野　
正
美

剱
持　
初
男

清
水　
正
美

清
水　
強
雄

清
水　
寛
信

金
田　
　
裕

高
橋　
　
元

清
水　
秀
一

岡
田
健
太
郎

黛　
　
均
史

富
岡　
喬
一

神
宮　
嘉
一

社
会
福
祉
法
人
新
生
会

大
字
下
室
田

里
見
地
域
自
治
連
合
会

大
字
中
室
田

大
字
上
室
田

 

倉
渕
地
域

服
部
　
静
江

永
井
　
茂
治

追
川
　
　
亨

下
村
　
良
一

野
口
　
輝
善

土
屋
洋
一
郎

土
屋
　
庄
司

上
野
　
文
夫

長
谷
川
隆
一

戸
塚
　
広
美

伊
勢
川
　
聰

戸
塚
　
精
一

関
　
　
　
一

唐
澤
　
　
保

関
　
　
　
孝

春
原
　
俊
弘

戸
塚
　
晶
夫

戸
塚
　
利
雄

濱
名
　
　
讓

塚
越
　
映
二

佐
藤
　
　
安

佐
藤
和
歌
子

武
井
　
満
彦

堀
込
　
博
志

塚
越
　
陽
一

塚
越
　
里
士

塚
越
　
功
之

原
田
　
幸
一

原
田
　
克
弘

佐
藤
　
　
正

池
田
　
　
緑

村
上
　
泰
賢

矢
島
　
悦
子

塚
越
　
基
功

塚
越
　
　
昇

塚
越
　
　
徹

石
井
　
弘
一

石
井
　
末
一

塚
越
　
八
郎

原
田
　
章
二

原
田
　
　
実

住
谷
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　組合では、組合員の抱える課題や意見を把握し、それらの解決や反映を通じて組合事
業の一層の進展を図るとともに、組合員サービスを拡充することを目的に、８項目の設
問と自由記述からなるアンケートを実施。
　アンケートは昨年10月～11月に郵送により実施し、組合員数1,796人のうち541人
（30.1％）から回答をいただきました。
　今号では、アンケート結果の概要をお知らせします。

Ｑ１．あなたの所有している山林面積は？
　本組合の組合員となるための所有山林面積
要件は0.1haです。所有面積別では１ha以上
５ha未満の所有者が最多で、30.7％を占め
ています。50ha超、100ha超も、それぞれ
１％程度で、大面積所有が少ないということ
も本組合の特徴です。

Ｑ２．あなたは所有している山林に行
ったことがありますか？
　グラフに示すとおり、13.7%が行ったこと
がない、28.5%が一部の山林に行ったことが
あると回答。所有する山林がどこにあるかわ
からない、不在村山主である等の理由が考え
られますが、山林・林業への関心が薄れてい
ることに帰着するのではないでしょうか。

Ｑ３．あなたは所有している山林の状況や境界を把握していますか
　グラフに示すとおり、所有山林の状況も境界もわかるが21.3％に対して、「あいまい」
や「わからない」の回答が、78.7％にものぼりました。自由記述には、特に「境界がわ
からない」ために、子に相続させたくない、処分してしまいたいとの記述が多く寄せら
れています。

Ｑ４．あなたが所有している山林が、いつか収入を生むことを期待していますか？
　収入を期待している、期待していないに大別すると、期待しているは23％、期待して
いないは実に77％にも達します。さらに、期待しているの中で「安定的な収入を期待し
ている」は5.8％に過ぎません。
　ウッドショックに伴う一時的な価格の上昇はありましたが、これまで木材価格の低迷
が長く続き、「山なんか持っていても、一銭にもならない」が既定の事実として刷り込ま

れてしまっているようです。

Ｑ５．あなたが管理している山林の、今後の管理、所有について教えてください
①管理について
　グラフに示すとおり。「現在、何もしていないし、今後も何かするつもりはない」とい
う放任状態との回答が29.4%、「管理だけでなく、所有もしたくない」という放棄状態が
22.9%,この放任と放棄を合わせると半数超の52.3%に達します。
　「管理を任せたいが、誰に頼んでよいのかわからない」の回答が17.2%ありますが、
森林経営管理制度の進展によって市町村に管理を委ねることにより、この数字は改善の
道は開けそうです。

②所有について
　グラフに示すとおり、積極的に山林面積を増やそうという組合員は1.7％に過ぎず、
57.8％の組合員は現状維持ですが、「手放したい山林がある」と「すべてを手放したい」
を合わせると40％を超えます。
　次問の森林組合に望むこと　では、手放したいという組合員の考えを反映し、「山林の
売買の仲介」を望む声が多くなっています。

Ｑ６．あなたが森林組合に望むことはどのようなことですか？
　グラフに示すとおり、「所有山林の整備」、「所有山林の管理」が最多となったのは想定
内のことです。これに次ぐのが「山林の売買の仲介」で、これは予想外の驚きでもあり
ました。
　また、「望むことはない」と100人が回答しています。これには、「組合の活動や事業に
十分満足している」、そして、「組合なんかに望んでも仕方がない」という諦めと捉えるこ
とができますが、後者が大半だと思います。
　さらに、自由記述の中には「森林組合の存在意義が不明」との記述が散見されます。
　本組合ではこの結果をしっかりと受け止め、森林整備だけでなく組合員所有林の経営

受託、山林売買の相談・仲介窓口を設けるなど、既存の事業だけでなく組合員サービス
の一層の向上を図り、信頼される組合づくりを行わなければならないと考えています。

Ｑ７．皆伐を希望しますか？
　グラフに示すとおり、約半数の47.6％
が「わからない」と回答。これは、皆伐
（再造林を含めて）に関する森林組合か
らの説明の不足や、組合員自らが所有山
林の状況を把握しておらず、その立木が
皆伐の対象となるものと捉えられていな
いためと考えられます。
　令和４年４月に策定した「森林組合系
統運動ビジョン2030」において、本組合では皆伐を現行の●haから、令和12年度には
100haに増やすという目標を掲げています。今後、森林資源循環の観点からも皆伐、再
造林に力を傾注していこうとする計画であり、組合員の理解を得るための説明を積極的
に行わなければならないと考えています。

Ｑ８．「皆伐はしたくない」の理由は？
　グラフに示すとおり、「再造林に金がかかる」との回答が44.5％と最多でした。ウッド
ショックに伴い木材価格は上昇したものの、皆伐後の再造林には多額の経費がかかるた
め、皆伐で得られた収入は吹き飛んでしまい、かえって資金を投入しなければならない
のでは、という不安の表れではないかと考えられます。
　木材を伐採して使い、植え、育て、また伐採して使うという、循環型林業の確立が求
められており、皆伐・再造林は今後ますます重要になってきます。
　森林組合では、木材の有利販売と、効率的な皆伐・再造林施業による経費の節減を図
り、再造林を行っても収益の手残りがあるように努めなければなりません。
　さらに、獣害対
策についても、経
済性も考慮しなが
ら新しい技術を積
極的に導入し、組
合員の不安を払拭
していく必要があ
ります。

組合員アンケートの結果をお知らせします
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ている」は5.8％に過ぎません。
　ウッドショックに伴う一時的な価格の上昇はありましたが、これまで木材価格の低迷
が長く続き、「山なんか持っていても、一銭にもならない」が既定の事実として刷り込ま

れてしまっているようです。

Ｑ５．あなたが管理している山林の、今後の管理、所有について教えてください
①管理について
　グラフに示すとおり。「現在、何もしていないし、今後も何かするつもりはない」とい
う放任状態との回答が29.4%、「管理だけでなく、所有もしたくない」という放棄状態が
22.9%,この放任と放棄を合わせると半数超の52.3%に達します。
　「管理を任せたいが、誰に頼んでよいのかわからない」の回答が17.2%ありますが、
森林経営管理制度の進展によって市町村に管理を委ねることにより、この数字は改善の
道は開けそうです。

②所有について
　グラフに示すとおり、積極的に山林面積を増やそうという組合員は1.7％に過ぎず、
57.8％の組合員は現状維持ですが、「手放したい山林がある」と「すべてを手放したい」
を合わせると40％を超えます。
　次問の森林組合に望むこと　では、手放したいという組合員の考えを反映し、「山林の
売買の仲介」を望む声が多くなっています。

Ｑ６．あなたが森林組合に望むことはどのようなことですか？
　グラフに示すとおり、「所有山林の整備」、「所有山林の管理」が最多となったのは想定
内のことです。これに次ぐのが「山林の売買の仲介」で、これは予想外の驚きでもあり
ました。
　また、「望むことはない」と100人が回答しています。これには、「組合の活動や事業に
十分満足している」、そして、「組合なんかに望んでも仕方がない」という諦めと捉えるこ
とができますが、後者が大半だと思います。
　さらに、自由記述の中には「森林組合の存在意義が不明」との記述が散見されます。
　本組合ではこの結果をしっかりと受け止め、森林整備だけでなく組合員所有林の経営

受託、山林売買の相談・仲介窓口を設けるなど、既存の事業だけでなく組合員サービス
の一層の向上を図り、信頼される組合づくりを行わなければならないと考えています。

Ｑ７．皆伐を希望しますか？
　グラフに示すとおり、約半数の47.6％
が「わからない」と回答。これは、皆伐
（再造林を含めて）に関する森林組合か
らの説明の不足や、組合員自らが所有山
林の状況を把握しておらず、その立木が
皆伐の対象となるものと捉えられていな
いためと考えられます。
　令和４年４月に策定した「森林組合系
統運動ビジョン2030」において、本組合では皆伐を現行の0.1haから、令和12年度に
は100haに増やすという目標を掲げています。今後、森林資源循環の観点からも皆伐、
再造林に力を傾注していこうとする計画であり、組合員の理解を得るための説明を積極
的に行わなければならないと考えています。

Ｑ８．「皆伐はしたくない」の理由は？
　グラフに示すとおり、「再造林に金がかかる」との回答が44.5％と最多でした。ウッド
ショックに伴い木材価格は上昇したものの、皆伐後の再造林には多額の経費がかかるた
め、皆伐で得られた収入は吹き飛んでしまい、かえって資金を投入しなければならない
のでは、という不安の表れではないかと考えられます。
　木材を伐採して使い、植え、育て、また伐採して使うという、循環型林業の確立が求
められており、皆伐・再造林は今後ますます重要になってきます。
　森林組合では、木材の有利販売と、効率的な皆伐・再造林施業による経費の節減を図
り、再造林を行っても収益の手残りがあるように努めなければなりません。
　さらに、獣害対
策についても、経
済性も考慮しなが
ら新しい技術を積
極的に導入し、組
合員の不安を払拭
していく必要があ
ります。

アンケート結果の詳細は、組合ホームページに掲載しています ８烏川流域森林組合
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　組合員の皆さんのご協力や効率的な組合運営により、今年度も多額の剰余金を計上するこ
とができました。
　そこで、組合では組合員サービス向上のため、昨年度に続き出資配当を行うことになりま
した。

配当の経緯
　本年６月２２日に開催した総代会では、組合員の出資口数に応じ７％の出資配当を行うこ
と、及び出資配当金は出資金に振り替え、組合の経営基盤の強化のための増資を行うことに
ついて承認をいただきました。

出資配当金の計算（例）
　出資金10,000円（100口）、出資預り金30円の組合員の場合

項　　目

① 増資【前】出資金

② 増資【前】出資口数

③ 増資【前】出資預り金

④ 出資配当金

⑤ 源泉徴収税額

⑥ 税引き後 出資配当金

⑦ ③＋⑥

⑧ 出資金へ増資額

⑨ 増資【後】出資金

⑩ 増資【後】出資口数

⑪ 増資【後】出資預り金

　　備　　考

 

１口100円

①×7.0％（出資配当率）

④×20.42％（源泉徴収税率）

④－⑤

（払い戻し請求対象）

100円（1口）の倍数の金額

①＋⑧

1口100円

⑦－⑧

金額または口数

10,000 円

 100口

  30円

 700円

 142円

 558円

 588円

 500円

10,500円

105口

88円

今後の手続き
　・組合員ごとの出資金・出資配当金の状況は、後日書面で報告いたします。
　・出資配当金は増資のために出資金に振り替えることを原則としますが、総代会終了日（６
　　月22日）から６か月以内（12月21日まで）に、払い戻し請求があったときは、その
　　全部または一部を払い戻すことができます。
　・出資預り金で出資金１口に満たない金額については、引き続き出資預り金として組合が
　　管理します。

出資配当を実施します今年度も・・・・

９烏川流域森林組合
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事
務
局
情
報

 
☆
職
員
の
退
職

（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
け
）

・
森
林
整
備
課

　
　
課　
　
長　
　
曽
根　
　
守

　
４
月
１
日
か
ら
嘱
託
と
し
て
採
用

（
令
和
５
年
７
月
31
日
付
け
）

・
森
林
整
備
課

　
　
係　
　
長　
　
塚
越　
忠
勝

☆
職
員
の
昇
任

（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
）

・
管
理
課

　
　
課
長
補
佐　
　
山
木　
康
平

・
森
林
経
営
課

　
　
係　
　
長　
　
阿
久
津
さ
と
み

・
森
林
整
備
課

　
　
課　
　
長　
　
追
川　
寿
明

　
　
課
長
補
佐　
　
長
澤　
俊
和

　
　
　

  

同　
　
　

 

後
閑　
真
一

　
　
主　
　
任　
　
佐
久
間
翔
世

☆
職
員
の
採
用

（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
）

・
森
林
整
備
課

　
　
技
師
補　
　
大
久
保　
岳

（
三
十
六
歳
）

①
出
身
地
：
嬬
恋
村
②
趣
味
：
映
画

鑑
賞
③
熱
中
し
て
い
る
こ
と
：
バ
タ

フ
ラ
イ
の
練
習
④
好
き
な
食
べ
物
：

ツ
ナ
缶
⑤
抱
負
：
長
く
離
れ
て
い
た

群
馬
で
す
が
、
や
は
り
こ
こ
で
働
き

た
い
と
思
い
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
自

身
の
技
術
を
磨
き
、
地
域
林
業
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
新
た
な
土
地
で
新
た
な
生
活
を
求

め
る
「
移
住
」
が
静
か
な
ブ
ー
ム
で

す
。
　
ち
な
み
に
、
本
組
合
で
も
全
職
員

二
十
二
名
の
う
ち
、
四
割
に
あ
た
る

九
人
が
県
外
や
県
内
他
市
町
村
か
ら

の
移
住
者
で
す
。

　
高
崎
市
倉
渕
商
工
会
で
は
、
人
口

減
少
の
続
く
倉
渕
地
域
へ
の
移
住
者

を
増
や
し
、
地
域
を
元
気
に
し
よ
う

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る

移
住
促
進
サ
イ
ト
「
倉
渕
ラ
イ
フ
」

を
制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
、
本
組
合
の
三
人
の
若

手
職
員
が
登
場
し
、
作
業
風
景
を
バ

ッ
ク
に
、
林
業
に
対
す
る
思
い
や
森

林
組
合
業
務
に
関
す
る
考
え
を
述
べ

て
い
ま
す
。

　
「
倉
渕
ラ
イ
フ
」
で
は
、
倉
渕
に

来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
勧
誘
は
一
切

な
く
、
登
場
人
物
の
語
り
、
作
業
現

場
の
風
景
か
ら
、
地
域
の
す
ば
ら
し

さ
を
紡
ぎ
出
す
と
い
う
手
法
が
採
ら

れ
、
と
て
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「倉渕ライフ」で検索すると見ることができます

山林についての
お困りごとは
お気軽に
ご相談ください
　組合員の皆さんの、所有林に関するお困
りごとに職員が対応します。お気軽にご相
談ください。

・所有している山林の場所、境界、樹種
　などがわからない
・伐採や施業（手入れ）をしたいが、ど
　のように進めていいのかわからない
・所有している山林を手放したいなど

　ご相談は、直接ご来所いただくか（電話
で事前予約が必要）、メール、ファクス、電
話で

 メール：info@karasu-mori.jp
 ファクス：027-378-2305
 電　　話：027-378-2030
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自
ら
所
有
す
る
、
ま
た
は
管
理
し

森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
た
森

林
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
森
林
管
理

を
行
っ
た
際
、
そ
の
森
林
の
C
O
2

吸
収
量
を
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
C
O
2
削
減
を
進
め
た
い
企
業
等

が
必
要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
、

森
林
所
有
者
や
森
林
組
合
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
売
却
に
よ
り
、
森
林
管
理

の
た
め
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

森
林
の
機
能
が
新
た
な
価
値
を
生
む

　
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
と
い
う
森
林
の
機
能

が
、
木
材
と
同
様
に
資
産
と
し
て
の

価
値
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
す
で
に
全
国
で
は
、
森
林
由
来
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
事
例
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
る
C
O
2
削
減
量
や
、
適
切
な

森
林
管
理
に
よ
る
C
O
2
吸
収
量
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
（
こ
の
場
合
、「
排
出
権

」
と
訳
し
ま
す
。）と
し
て
、
国
が
認

証
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
売
買
す
る
こ

と
が
で
き
、
企
業
活
動
に
よ
っ
て
多

く
の
C
O
2
を
排
出
す
る
企
業
等
は
、

こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
、
自
ら

の
C
O
2
排
出
量
と
相
殺
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

　
Ｊ-
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
う
ち
、
森
林

管
理
に
係
る
も
の
を
森
林
由
来
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
い
い
ま
す
。

　

中
室
田
町
の
中
室
田
大
字（
お
お

あ
ざ
）会
館
の
南
、
県
道
安
中
榛
名

湖
線
沿
い
に
、
緑
の
葉
を
い
っ
ぱ
い

に
た
た
え
大
き
く
そ
び
え
る
ク
ス
ノ

キ
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
ク
ス
ノ
キ
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
か
つ
て
、
こ
こ
に
は
医

王
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、「
医
王
寺
跡
の
大
ク
ス
ノ
キ
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
六
年
、
こ
の
場
所
に
麓（
ふ

も
と
）小
学
校
が
開
校
し
、
そ
の
後
、

名
称
の
変
遷
を
経
て
、
昭
和
五
十
七

年
に
榛
名
町
立
第
二
小
学
校
が
隣
接

地
に
移
転
す
る
ま
で
、
お
よ
そ
一
二

〇
年
間
、
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
と
し
て
地
域

に
親
し
ま
れ
て

き
た
木
で
す
。

　
樹
齢
は
二
〇

〇
年
以
上
、
高

さ
25
ｍ
、
幹
回

り
５
ｍ
の
堂
々

と
し
た
ク
ス
ノ

キ
で
、
高
崎
市

の
指
定
天
然
記

念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

隣の東屋がかわいく見えるほどです

J－クレジットとは？？ ？
林業教室④

連 載

烏川流域の巨樹・巨木

医王寺跡の大クスノキ
い おう じ

移転した小学校のシンボルツリー

Vol.4

巨樹・巨木は、その地域の歴史とともに歩み、文化を育んで
きた地域の宝です。組合の管内にも多くの巨樹・巨木があり
ます。管内の木々を皆さんに紹介します。
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本
年
八
月
三
十
一
日
、
千
葉
県
の

浦
安
市
役
所
で
、
本
組
合
か
ら
は
組

合
長
、
専
務
理
事
ほ
か
二
名
が
出
席

し
、「
高
崎
市
有
林
『
浦
安
市
民
水
源

の
森
』
活
用
に
関
す
る
基
本
協
定
」

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
水
源
の
森
の
沿
革

　
倉
渕
町
川
浦
の
「
は
ま
ゆ
う
山
荘
」

北
側
に
、「
浦
安
市
民
水
源
の
森
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
森
は
、
利
根
川
水

系
の
上
流
部
と
下
流
部
に
位
置
す
る

ま
ち
が
連
携
し
、
森
林
整
備
や
自
然

体
験
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
よ

う
と
、
旧
倉
渕
村
有
林
を
「
浦
安
市

民
水
源
の
森
」
と
し
た
も
の
。
平
成

一
八
年
に
旧
倉
渕
村
と
浦
安
市
の
間

で
設
置
協
定
が
結
ば
れ
、
合
併
後
の

高
崎
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

◆
ポ
ス
ト・コ
ロ
ナ
の
新
た
な
活
用

　
を
目
指
し
て

　
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
多
く
の

浦
安
市
の
小
学
生
が
自
然
体
験
学

習
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
と
、
訪
れ
る

子
ど
も
も
い
な
く
な
り
、

そ
の
歓
声
を
聞
く
こ
と
が

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
一
段
落
し
新

た
な
体
験
学
習
の
再
開
が

決
ま
り
、
ま
た
、森
林
整

備
や
林
業
学
習
の
た
め
の
財

源
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が

創
設
さ
れ
た
た
め
、
森
の
活

用
に
つ
い
て
、
よ
り
明
確
に

し
よ
う
と
、
本
組
合
と
浦
安

市
の
間
で
、
連
携
し
て
事
業

を
進
め
よ
う
と
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
う
寺
田
寅
彦
の
有
名
な
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
地
球
温
暖
化

等
の
影
響
で
、
特
に
豪
雨
禍
に
関
し

て
は
、
被
災
の
記
憶
が
新
し
い
う
ち

に
、
次
の
災
害
に
襲
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
切
迫
し
て
い

る
災
害
の
危
険
性
に
対
し
て
、
充
分

な
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
四
年
九
月
二
十
九
日
、
高

崎
市
と
高
崎
市
を
管
轄
す
る
二
つ

の
森
林
組
合
（
本
組
合
と
多
野
東

部
森
林
組
合
）
の
間
で
、「
災
害
時

の
復
旧
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
市
内
で
災
害
が

発
生
し
た
際
に
、
高
崎
市
が
行
う

復
旧
作
業
や
被
害
調
査
等
に
、
森

林
組
合
が
積
極
的
に
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
災
害
対
策
業
務
を
円

滑
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
。

　
ま
た
、
森
林
組
合
か
ら
の
情
報
提

供
に
基
づ
き
、
高
崎
市
と
森
林
組
合

が
災
害
予
防
の
た
め
に
連
携
し
森
林

整
備
を
行
う
と
い
う
、
防
災
の
た
め

の
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
も
、
こ

の
協
定
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

浦
安
市
と
活
用
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た

浦 

安 

市 

民 

水 

源 

の 

森

浦 
安 

市 

民 

水 

源 

の 

森

高
崎
市
と

災
害
時
の
復
旧
業
務
に

関
す
る
協
定
を
締
結

自治体との連携

倒木を処理し
ライフラインを維持

協定書を手に連携を確認。
左から市川組合長、斉藤副市長、新井多野東部森林組合長

笑顔で協定を取り交わす
内田市長（左）と市川組合長
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高
崎
市
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
障

害
者
が
従
事
し
、
メ
ロ
ン
を
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
水
耕
栽
培
す
る
事
業
を

倉
渕
町
川
浦
地
区
で
開
始
し
ま
す
。

通
常
、
メ
ロ
ン
は
一
つ
の
苗
に
最
終

的
に
は
一
つ
の
果
実
し
か
残
し
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
で
採
用
す
る
町
田
式
水

耕
栽
培
で
は
、
一
つ
の
苗
に
た
く
さ

ん
の
実
を
成
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
栽
培
に
は
ハ
ウ
ス
の
加
温
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
当
初
の
計
画
で
は
重
油

ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
予
定
で
し
た

が
、
本
組
合
か
ら
の
「
地
域
の
木
材

資
源
を
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

提
言
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
薪
ボ
イ
ラ

ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
の
燃
料
代

が
か
な
り
削
減
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
組
合
で
は
、
今
冬
の
試
験
運
転
に

間
に
合
う
よ
う
、
未
利
用
間
伐
材
を

薪
と
し
て
納
入
し
ま
す
。

　
農
業
と
林
業
、
福
祉
が
連
携
し
た

新
た
な
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
、
地
域
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
契
機
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

程
度
の
期
間
を
か
け
て
免
疫
を
獲
得

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
組
合
で
は
、
昨
年
夏
か
ら
準
備
を

進
め
、
ス
ギ
花
粉
採
取
事
業
を
行
い

ま
し
た
。
作
業
は
、
花
粉
を
も
つ
雄

花
が
た
く
さ
ん
着
い
て
い
る
ス
ギ
枝

を
採
取
し
、
そ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
内
で
水
栽
培
、
そ
の
後
、
飛
散
寸

前
の
花
粉
を
掃
除
機
で
吸
い
取
り
袋

詰
め
で
完
了
で
す
。
集
め
ら
れ
た
花

粉
は
き
れ
い
な
黄
色
で
、
片
栗
粉
ほ

ど
の
キ
メ
細
か
さ
で
す
。

　
初
年
度
は
、
１
３
６
㎏
の
花
粉
を

採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
嫌
わ
れ
も
の
の
ス
ギ
花
粉
を
資
源

に
変
え
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
事

業
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
や
日
本
人
の
四
割
以
上
が
花
粉

症
と
い
わ
れ
、
国
民
病
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
政
府
は
今
春
、
発
症
、
発

生
源
、
飛
散
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る

花
粉
症
対
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
の
発
症
対
策
で
は
、
舌
下
免

疫
療
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ス
ギ
花
粉
を
含
ん
だ
薬

剤
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る

スギの枝を水栽培し、一斉に花を咲かせます

メロン栽培の拠点となる３棟の鉄骨ハウス

厄
介
者
を
お
宝
に

ス
ギ
花
粉
採
取
事
業
を

始
め
ま
し
た

農
林
福
連
携
事
業

　
メ
ロ
ン
水
耕
栽
培
の

　
た
め
の
薪
を
供
給

森林組合の
NEW

NEW

PROJECT
新
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令
和
四
年
十
一
月
一
日
、
群
馬
県

庁
で
令
和
四
年
度
群
馬
県
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
市
川
平
治
組
合
長

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
川
組
合
長
の
森
林
組
合
と
の
関

わ
り
は
、
平
成
九
年
に
倉
渕
森
林
組

合
理
事
に
就
任
、
合
併
検
討
委
員
と

し
て
「
烏
川
流
域
森
林
組
合
」
の
誕

生
に
尽
力
し
ま
し
た
。
平
成
十
七
年

に
は
副
組
合
長
に
就
任
。
平
成
二
十

六
年
に
組
合
長
に
就
任
し
現
在
四
期

目
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
年
の
全
国
植
樹
祭
で
は
、

記
念
行
事
の
「
全
国
林
業
後
継
者
大

会
」
実
行
委
員
長
を
務
め
、
さ
ら
に

大
日
本
山
林
会
理
事
、
林
道
安
全
協

会
監
事
、
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
長
、
県
森
林
組
合
連
合
会
理
事

等
、
全
国
や
県
の
団
体
役
職
を
務
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
森
林
審
議
会
委
員
、
県

大
規
模
開
発
事
業
審
議
会
委
員
、
県

林
業
公
社
理
事
、
県
生
涯
学
習
審
議

会
委
員
等
、
県
関
係
の
各
種
委
員
も

歴
任
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
、
永
年
の
実
績
が
評
価
さ

れ
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の

で
す
。

　
訓
練
に
用
い
た
無
線
機
は
、
作
業

現
場
で
の
情
報
伝
達
を
確
実
に
行
い
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
昨
年
度
に
導

入
し
た
も
の
。全
部
で
二
十
一
台
あ

り
、
現
場
業
務
に
携
わ
る
職
員
は
、

常
に
携
行
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
に
は
組
合
役
職
員
二
十
五
人
、

群
馬
県
職
員
四
人
、
わ
た
ら
せ
森
林

組
合
か
ら
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
―
と
し
て

二
人
が
参
加
し
、
足
の
負
傷
に
よ
り

動
け
な
く
な
っ
た
職
員
が
、
無
線
機

を
使
っ
て
救
援
を
依
頼
す
る
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
簡
易
担
架
の
設
営
に

手
間
取
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

無
線
機
に
よ
る
情
報
伝
達
は
完
璧
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
た
に
導
入
し
た

　
　
　
無
線
機
で
救
助
訓
練
を
実
施

昨
年
十
月
十
三
日
、
倉
渕
町
水
沼
の
水
沼
公
園
を
会
場
に
、

無
線
機
を
用
い
た
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

無線機で救助を求め、担架で搬送

安全パトロールで若い職員と
語り合う市川組合長

市
川
組
合
長
が

　
　
群
馬
県
功
労
者
表
彰
を
受
賞

市
川
組
合
長
が

　
　
群
馬
県
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

森
林
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
一
年
半
が
経

過
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
新
た
な

情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
最
近
の
掲
載
例

・
実
践
的
能
力
理
事
に
よ
る
市
況

　

リ
ポ
ー
ト
（
毎
月
更
新
し
て
い

　
ま
す
）

・
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果（
自

　
由
記
述
も
紹
介
し
て
い
ま
す
）

ますます充実！

組合ホームページ
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6人の所有山林を集約化し搬出間伐を実施
（上里見町145林班）

所有者A

所有者B

所有者C

所有者D

所有者E

所有者F

〇
皆
伐・再
造
林
施
業
と
ド
ロ
ー
ン

　
に
よ
る
面
積
測
定
等
実
証

　
（
表
紙
写
真
）

　
組
合
で
は
令
和
三
年
度
よ
り
小
型

の
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
現
場
の
巡

視
や
操
作
方
法
の
習
得
に
活
用
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
の
「
次
世

代
型
森
林
管
理
実
証
事
業
」
に
よ
り
、

二
名
の
職
員
が
専
門
業
者
に
よ
る
ド

ロ
ー
ン
の
操
作
や
撮
影
画
像
解
析
の

研
修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
管
内
で
は
人
工
林
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
皆
伐
し
て
再
び

造
林
を
す
る
作
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
造
林
後
の
下
刈
等
施
業
も
含

め
て
の
作
業
の
省
力
化
、
低
コ
ス
ト

化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
実
証
で
は
よ
り
高
性
能
の

ド
ロ
ー
ン
と
画
像
解
析
シ
ス
テ
ム
を

業
者
よ
り
借
り
受
け
て
、
管
内
で
実

施
し
て
い
る
皆
伐
・
再
造
林
事
業
地

で
飛
行
・
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
画
像
解
析
・
編
集
に
よ
り

面
積
測
定
・
苗
木
間
隔
測
定
等
の
検

証
を
行
い
、
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
補
助
金
申
請
・
検
査
に
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
山
の
斜
面
を
歩
き

な
が
ら
測
量
を
し
て
い
た
も
の
が
、

離
陸
地
点
か
ら
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影
で

済
む
よ
う
に
な
り
、
省
力
化
、
低
コ

ス
ト
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
も
の
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
よ
り
制
度
や
管
理
方
法
が
異
な
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
組
合
担
当
職
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

集
約
化
対
象
区
域
の
山
林
を
お
持
ち

で
、
組
合
か
ら
お
声
が
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
に
は
是
非
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

〇
事
業
地
を
集
約
化
し
て

　
間
伐
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

　
本
森
林
組
合
管
内
の
民
有
林
は
現

在
、
森
林
行
政
上
二
二
七
個
の
林
班

と
い
う
単
位
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、

一
つ
の
林
班
の
平
均
面
積
は
約
七
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
や
行
政
で
は
主
に

こ
の
林
班
単
位
で
複
数
の

所
有
者
の
山
林
を
と
り
ま

と
め
て
調
査
し
、
一
体
的

に
大
面
積
の
間
伐
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

間
伐
の
種
類
は
①
作
業

道
を
開
設
し
て
木
材
を
搬

出
し
、
売
上
か
ら
経
費
を

控
除
し
た
額
を
所
有
者
に

還
元
す
る
搬
出
間
伐
と
、

②
不
良
木
を
間
引
い
て
そ

の
場
に
玉
切
り
整
理
す
る

保
育
間
伐
が
あ
り
ま
す
。

集
約
化
に
お
い
て
は
施
業

地
の
境
界
を
調
査
・
標
示

す
る
こ
と
も
目
的
に
含
ま

れ
る
た
め
、
今
後
の
山
林

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

事
業
の
区
分
は
大
き
く
、

①
間
伐
・
作
業
道
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
、
②
ぐ

ん
ま
緑
の
県
民
基
金
を
活

用
し
た
も
の
、
③
国
の
森

森
林
整
備
の
取
り
組
み

右の写真と同じ場所の3D点群データ
上里見町・間野山市有林
（スギ約1.8ha再造林）

　

撮
影
し
た
画
像
を
解
析
・
合
成
し
て

▲

作
成
し
た
航
空
写
真
デ
ー
タ
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皆様の大切な森林を守ります

 

目
立
て
講
習
会

　
　
　
　
開
催
に
つ
い
て

　
今
年
も
、
組
合
員
様
向
け
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
と
刈
払
機
の
目
立
て
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
で
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
番

号
は
本
ペ
ー
ジ
下
部
記
載
）

【
日
　
時
】

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）

・
第
一
部
…
午
前
九
時
〇
〇
分
か
ら

・
第
二
部
…
午
前
十
時
三
〇
分
か
ら

　
※
各
部
定
員　
十
名

【
場
　
所
】

烏
川
流
域
森
林
組
合
の
倉
庫
前

（
本
組
合
事
務
所
の
裏
手
）

【
持
ち
物
】

チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
機

目
立
て
道
具
（
丸
ヤ
ス
リ
等
）

【
そ
の
他
】

目
立
て
道
具
等
の
販
売
・
注
文
も
行

い
ま
す
。

◆
組
合
員
資
格
の

　
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

　
相
続
、
譲
渡
等
に
よ
る
組
合
員
情

報
（
名
義
、
住
所
、
所
有
森
林
面
積

な
ど
）
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

森
林
組
合
へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
届
出
手
続
き
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
組
合
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
立
木
の
伐
採
申
請

　
　 

手
続
き
に
つ
い
て

　
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、

森
林
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
に
対

し
て
事
前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の

造
林
の
届
出
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い

る
区
域
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、

必
ず
届
出
書
も
し
く
は
許
可
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
森
林
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
購
買
品
の
ご
案
内

　
刈
払
機
用
チ
ッ
プ
ソ
ー
、
ナ
タ
、

ノ
コ
、
熊
ベ
ル
の
ほ
か
各
種
林
業
資

材
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

苗
木
の
注
文
を
承
り
ま
す

　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
コ

ナ
ラ
等
の
苗
木
の
注
文
を
承
り
ま
す
。

来
春
に
植
栽
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連

絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
、
苗
木
価
格

が
決
ま
り
次
第
、
注
文
用
紙
を
送
付

い
た
し
ま
す
（
二
月
頃
予
定
）。

　
な
お
、
樹
種
に
よ
っ
て
は
品
薄
の

た
め
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◆
木
竹
粉
砕
機（
チ
ッ
パ
ー
）

　
の
貸
出
し
に
つ
い
て

　
木
竹
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
の
貸

出
し
（
有
料
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
貸
出
し
の
詳
細
は
、
組
合
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
の
事
業
に
は
利
用
で
き

　
ま
せ
ん
。

※
木
竹
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
の
貸

　
出
し
は
、
高
崎
市
か
ら
委
託
を
受

　
け
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

烏川流域森林組合
〒370-3402　高崎市倉渕町三ノ倉303
TEL 027-378-2030  FAX 027-378-2305
URL https://karasu-mori.jp/
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